
市
長
へ
の
手
紙
・
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
・
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

市
政
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
政
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
広
く
市
民
の
声
を
お
聞
き
し
、
市
政
に
反
映
で
き
る

よ
う
「
広
聴
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
が
行
っ
て
い
る
広

聴
活
動
に
は
、｢
市
長
へ
の
手
紙
」「
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
」「
ま

ち
づ
く
り
座
談
会
」が
あ
り
ま
す
。

　

市
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
市
長
へ
の
手
紙

　

市
長
へ
の
手
紙
は
、「
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
た
め
、
誰
も
が
意
見
や
要
望
を

提
案
で
き
る
よ
う
に
設
け
た
も
の

で
す
。

　

ご
意
見
な
ど
は
市
政
に
関
す
る

内
容
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

①
匿
名
や
住
所
、
電
話
番
号
な
ど

必
要
事
項
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い

場
合
や
虚
偽
と
思
わ
れ
る
も
の
。

②
特
定
の
個
人
や
団
体
を
誹ひ

謗ぼ
う

、

中
傷
す
る
も
の
。

③
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
趣
旨
か

ら
外
れ
、
意
味
が
不
明
な
も
の
。

《
提
出
方
法
》

　

左
ペ
ー
ジ
の
専
用
用
紙
を
切
り

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

切
手
を
貼
ら
ず
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　

専
用
用
紙
以
外
で
も
受
け
付
け

ま
す
が
、
必
ず「
市
長
へ
の
手
紙
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱

　

ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
建
設
的
な
ご
意
見
や

ご
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
市

役
所
な
ど
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

備
え
付
け
の
専
用
用
紙
に
記
入
し
、

そ
の
ま
ま
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所
…
市
役
所
、
野
栄
総
合

支
所
、
八
日
市
場
公
民
館

◆
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

　

ま
ち
づ
く
り
座
談
会
（
以
下
、

「
座
談
会
」）
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
言
な
ど
を
行
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ

が
開
催
す
る
座
談
会
に
市
長
が
出

席
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意

見
や
提
言
に
つ
い
て
直
接
伺
う
も

の
で
す
。

《
注
意
事
項
》

①
座
談
会
を
開
催
で
き
る
の
は
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
ま
た

は
市
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
各

種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
（
政
治
団
体
、

宗
教
団
体
を
除
く
）
で
、
原
則
10

人
以
上
と
し
ま
す
。

②
座
談
会
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

意
見
交
換
を
し
ま
す
。
単
な
る
要

望
や
苦
情
相
談
は
し
ま
せ
ん
。

（
テ
ー
マ
例
…
環
境
問
題
へ
の
提

言
に
つ
い
て
、
障
が
い
者
福
祉
の

取
り
組
み
に
つ
い
て 

な
ど
）

③
座
談
会
の
開
催
日
時
は
、
平
日

10
時
か
ら
21
時
ま
で
、
土
・
日
曜

日
は
10
時
か
ら
17
時
ま
で
の
２
時

間
以
内
と
し
ま
す
。

団
体
で　
　
　
　
　

テ
ー
マ
な
ど
を
決
定

秘
書
課
と　
　
　

開
催
日
時
を
調
整

申
込
書
を
提
出

座
談
会
で
意
見
交
換

ご
意
見
・
ご
提
言
を

担
当
課
へ　
　
　
　

座
談
会
の
流
れ

▼匝瑳市独自の少子化対策を考えてはどうか。
→中学校３年生までの医療費無料化や第３子以降の保育料の無
料化、第３子以降の学校給食費の減免を行い、経済的な支援を
しています。子どもを産み育てやすい環境づくりに引き続き取
り組んでいきます。

▼国県の振興策を活用し、市の農政に生かしていく構えが弱い。
農業振興に対してもっと積極的に考え勉強していく構えが必要
ではないか。
→国県の制度については、見逃さずチェックするように指示し
ているところです。農業は基幹産業なので「いの一番」に取り
掛かっています。農業振興に向けた体制づくりに積極的に取り
組んでいきます。

▼市内循環バスのダイヤを、電車の発着に合わせて組んでほし
い。
→市内循環バスは、運転免許証を持たない学生や高齢者などの
日常交通手段として運行しています。各路線の利用状況調査や
地域の意向などを踏まえて運行改正をしていますが、全てのダ

イヤを電車の発着時刻に合わせて組むことは、困難であること
をご理解いただきたいと思います。今後も利用状況調査や皆さ
んからのご意見・ご要望を踏まえて、より良い運行を目指して
いきます。

▼ＪＲ最終電車の後に、横芝駅止まりとなっているものを旭駅
まで延長を。朝の快速が早くなり、都内通勤ができ、人口減少
が止まるのではないか。
→終電時刻の繰り下げに関しては、ＪＲ東日本に対して行って
いる鉄道運行などについ
ての要望の中でも、最重
点要望として訴えていま
す。鉄道運行に関するこ
とは、人口減少対策に非
常に大きな役割を果たす
ものと考えています。今
後も実情分析や他の自治
体との情報共有を図りつつ、要望活動を行います。

まちづくりへのご意見・ご提言
寄せられた声をご紹介します

　広聴活動を通じ、皆さんから寄せられたまち
づくりのためのご意見、ご提言の一部を、回答
とともにご紹介します。

※このページに関する問い合わせは秘書課広報広聴班☎73－0080へ

ま
ち
づ
く
り
座
談
会（
昨
年
）
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差
出
有
効
期
間

平
成
30
年
４
月

30
日
ま
で

（
注
：
料
金
受
取
人
支
払
専
用
番
号
）

2
8
9

2
1
9
0

料
金
受
取
人
払

郵
便

八
日
市
場
局
承
認

8
0
1
号

切
手
を
貼
ら
ず

に
お
出
し
く
だ

さ
い

匝 瑳 市 八 日 市 場 ハ 七 九 三 番 地 二

匝 瑳 市 役 所 内

匝　 瑳　 市　 長

行

　「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、“
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
”

を
推
進
す
る
た
め
、
誰
も
が
、
い
つ
で
も
市
長
に
対
し
、

意
見
や
要
望
を
提
案
で
き
る
よ
う
設
け
た
も
の
で
す
。

　
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
ま
た
は
市
役
所
、
野
栄
総
合
支

所
、
公
民
館
の
ご
意
見
箱
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　
市
政
に
対
し
、
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
付

か
れ
た
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班
☎
７
３
－
０
０
８
０（
直
通
）

●
あ
て
先
が
表
に
な
る
よ
う
に
投
稿
原
稿
用
紙

の
面

を
内

側
に

折
っ

て
「
の

り
し

ろ
①
」
と

「
の

り
し

ろ
①
」、
「
の

り
し

ろ
②
」
と
「
の

り

し
ろ
②
」
を
ま
ず
貼
り
合
わ
せ
ま
す
。

●
次

に
「
の

り
し

ろ
③
」「

の
り

し
ろ
④
」「

の

り
し
ろ
⑤
」
を
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
が
隠
れ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
、
な
る
べ
く
の
り
が
、
は
み

出
さ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

皆
さ

ん
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
の

内
容

に
よ

っ
て

は
、

市
の

回
答

と
併

せ
て

、
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
紙

に
掲

載
さ

せ
て

い
た

だ
く

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

の
　

り
　

し
　

ろ
　
③

こ
の
用
紙
の
使
い
方

の
　

り
　

し
　

ろ
　
④

の 　 　 り 　 　 し 　 　 ろ 　 　 ⑤

①
①

②
②

③

③

⑤

⑤

④

④

き
　
り
　
と
　
り
　
線

お 　 り 　 線

お 　 り 　 線


